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論　
　
　
　

文

　
　

古
代
西
ア
ジ
ア
の
方
舟
伝
承―

シ
ュ
メ
ー
ル
か
ら
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
―

桑　

原　

俊　

一

は
じ
め
に

　

洪
水
伝
説
は
世
界
各
地
に
共
通
す
る
神
話
ジ
ャ
ン
ル
と
言
え
よ
う
。
Ｊ
・
Ｇ
・
フ
レ
ー
ザ
ー
は
『
旧
約
聖
書
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
』
に
お

い
て
世
界
各
地
の
洪
水
伝
承
を
収
集
し
た
。
（
１
）

彼
に
よ
れ
ば
、
其
々
の
伝
承
は
独
自
に
か
つ
個
別
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
（
個
別
発

生
説
）、
あ
る
伝
承
の
影
響
下
に
伝
播
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
（
伝
達
説
）、
い
ず
れ
か
に
依
拠
し
て
説
明
す
る
こ
と
も
無
益
と
し

な
が
ら
も
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
大
洪
水
物
語
と
『
旧
約
聖
書
』
に
お
け
る
大
洪
水
物
語
、
つ
ま
り
「
ノ
ア
の
箱
舟
物
語
（「
創
世
記
」
六
章
〜

九
章
）」
の
類
似
性
を
認
め
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
洪
水
物
語
と
広
範
な
伝
播
の
可
能
性
を
排
除
し
な
い
。
不
幸
な
汎
バ
ビ
ロ
ニ
ア
主
義
は
さ
て

お
き
、欧
米
文
化
の
基
軸
を
な
す『
聖
書
』に
記
述
さ
れ
た
洪
水
物
語
は
そ
の
主
題
の
親
和
性
に
鑑
み
様
々
な
視
点
か
ら
考
察
さ
れ
て
き
た
。

　

古
代
西
ア
ジ
ア
の
文
化
は
近
年
夥
し
い
数
の
粘
土
板
の
発
掘
と
地
道
な
公
刊
に
よ
っ
て
新
た
な
文
字
情
報
を
大
量
に
提
供
し
て
い
る
。

考
古
学
的
・
文
献
学
的
進
展
に
伴
い
、『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
の
場
合
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
お
け
る
異
な
る
地
域
と
時
代
に
属
す
る
諸

版
や
フ
ル
リ
語
や
ヒ
ッ
タ
イ
ト
語
版
な
ど
に
加
え
、
エ
マ
ル
や
ウ
ガ
リ
ッ
ト
と
い
っ
た
シ
リ
ア
地
域
か
ら
も
諸
版
の
断
片
が
明
ら
か
に
さ

れ
る
こ
と
で
、
フ
レ
ー
ザ
ー
が
考
え
て
い
た
枠
を
は
る
か
に
超
え
た
伝
播
の
議
論
が
進
行
し
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
『
聖
書
』
と
方
舟
伝
承
に
関
し
て
い
え
ば
、（
一
）、
聖
書
の
伝
承
を
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
遡
ら
せ
、
聖
書
か
ら
西
ア
ジ
ア
の
諸
伝
承
が
形
成
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さ
れ
た
と
す
る
説
（
二
）、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
伝
承
か
ら
聖
書
を
含
め
西
ア
ジ
ア
に
伝
播
し
て
い
っ
た
と
解
す
る
説
（
三
）、
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ア
と
聖
書
の
伝
承
は
個
別
の
伝
承
を
共
有
し
て
い
る
と
す
る
説
、
と
い
っ
た
諸
説
に
分
類
で
き
よ
う
。

　

本
稿
で
は
広
範
な
諸
説
の
解
説
や
検
証
で
は
な
く
、古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
典
型
的
な
洪
水
物
語（
２
）を

概
観
し
な
が
ら
、『
旧
約
聖
書
』「
創

世
記
」
の
洪
水
物
語
に
お
け
る
文
学
的
枠
組
み
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
際
に
自
然
環
境
や
風
土
と
い
っ
た
要
因
が
ど
う
聖
書
文
学

に
反
映
し
た
か
を
検
討
課
題
と
す
る
。聖
書
の
編
集
者
た
ち
が
な
ぜ
洪
水
物
語
を
原
初
史
に
組
み
入
れ
た
の
か
試
論
的
考
察
を
加
え
た
い
。

一
、
シ
ュ
メ
ー
ル
の
洪
水
物
語（

３
）

　

粘
土
板
は
表
裏
三
欄
ず
つ
合
計
六
欄
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
そ
の
四
分
の
三
以
上
が
破
損
し
て
い
て
、
物
語
の
全
体
像

を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
ア
ッ
カ
ド
語
で
書
か
れ
た
洪
水
物
語
『
ア
ト
ラ
（
ム
）・
ハ
シ
ー

ス
物
語
』
や
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
に
出
て
く
る
洪
水
物
語
の
類
似
性
か
ら
す
れ
ば
枠
組
み
は
同
様
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
い

え
よ
う
。
実
際
、
シ
ュ
メ
ー
ル
語
に
よ
る
こ
の
大
洪
水
物
語
は
、
既
に
シ
ュ
メ
ー
ル
の
都
市
国
家
が
そ
の
勢
力
を
歴
史
か
ら
失
う
前
二
千

期
に
入
っ
て
か
ら
流
布
し
た
、
と
い
わ
れ
る
。
Ｍ
・
シ
ヴ
ィ
ル
は
こ
の
洪
水
物
語
を
イ
シ
ン
時
代
（
前
二
〇
〜
一
九
世
紀
）
に
な
っ
て
一

般
化
さ
れ
た
と
み
る
。
（
４
）

し
か
し
シ
ュ
メ
ー
ル
語
版
「
洪
水
伝
説
」
は
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
後
期　
（
紀
元
前
第
二
〇
〇
〇
年
紀
前
半
）
に

制
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

　

三
七
行
に
わ
た
る
テ
キ
ス
ト
の
破
損
の
あ
と
、
神
々
は
相
談
し
て
言
う
。
人
間
を
破
滅
、
つ
ま
り
洪
水
か
ら
救
済
す
る
な
ら
、
人
間
は

都
市
を
築
き
神
々
の
た
め
に
神
殿
を
造
営
す
る
だ
ろ
う
と
。

　

物
語
は
天
地
創
造
か
ら
人
類
滅
亡
決
定
に
至
る
ま
で
の
出
来
事
の
回
顧
を
叙
述
す
る
。
ア
ン
、
エ
ン
リ
ル
、
エ
ン
キ
、
さ
ら
に
ニ
ン
フ

ル
サ
グ
女
神
が
人
間
と
動
物
さ
ら
に
植
物
を
創
造
す
る
。
欠
損
部
分
に
続
き
大
洪
水
以
前
か
ら
存
在
し
た
と
い
わ
れ
る
五
都
市
が
建
設
さ

れ
其
々
の
町
に
神
々
が
割
り
当
て
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
最
初
の
町
エ
リ
ド
ゥ
は
指
導
者
で
あ
る
ヌ
デ
ィ
ン
ム
ド
ゥ
（
エ
ン
キ
）
に
与
え
、
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二
番
目
の
町
バ
ド
ゥ
テ
ィ
ビ
ラ
は
ヌ
ギ
グ
（
イ
ナ
ン
ナ
女
神
）
に
、
三
番
目
の
町
ラ
ラ
ク
は
パ
ビ
ル
サ
グ
（
エ
ン
リ
ル
の
子
）
に
、
四
番

目
の
町
シ
ッ
パ
ル
は
太
陽
神
ウ
ト
ゥ
に
、
五
番
目
の
町
シ
ュ
ル
ッ
パ
ク
は
ス
ド
ゥ
女
神
に
与
え
ら
れ
た
。

　

こ
こ
か
ら
洪
水
物
語
の
描
写
に
移
る
。
神
々
は
人
類
滅
亡
計
画
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
最
終
的
に
ア
ン
と
エ
ン
リ
ル
の
名
に
お
い
て
大

洪
水
を
送
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
。
一
度
、
議
会
で
決
定
さ
れ
た
こ
と
は
実
行
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

主
人
公
は
ジ
ウ
ス
ド
ゥ
ラ
（zi-u

4 -sud-ra

「
長
き
日
々
の
命
＝
永
遠
の
命
」）
の
名
を
持
ち
、
彼
は
ま
た
神
官
で
も
あ
っ
た
。

（
５
）

「
謙
虚
に
従
順
に
、
そ
し
て
怖
れ
に
満
た
さ
れ
な
が
ら
、

毎
日
毎
日
い
つ
も
〔　
　
　
　

〕
し
て
い
た
。（
一
四
七
〜
一
四
八
行
）

　

ジ
ウ
ス
ゥ
ド
ラ
は
き
わ
め
て
敬
虔
な
人
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼
は
慎
み
深
く
壁
際
で
エ
ン
キ
の
大
洪
水
襲
来
の
お
告
げ
を
聴
く
。

「
ジ
ゥ
ス
ド
ゥ
ラ
は
そ
れ
の
傍
に
立
っ
て
、
聴
〔
い
た
〕

側
壁
の
左
手
に
彼
は
立
っ
た
。」

…
…
…

人
類
の
種
を
滅
ぼ
す
こ
と
が
、

〔
神
々
の
〕
会
議
の
決
定
、
言
葉
な
の
だ
。」（
一
五
三
〜
一
五
八
行
）

　

ジ
ウ
ス
ゥ
ド
ラ
は
巨
大
な
舟
を
造
り
、
大
洪
水
に
備
え
る
。
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「
巨
大
な
（
破
壊
）
力
を
有
す
る
大
風
と
台
風
が
す
べ
て
と
も
に
在
っ
た
。

洪
水
が
〈
首
都
〉
の
上
を
暴
れ
す
ぎ
た
。

七
日
七
晩
、

洪
水
が
国
中
で
暴
れ
す
ぎ
て
か
ら
…
…
」（
二
〇
一
〜
二
〇
四
行
）

　

太
陽
（
ウ
ト
ゥ
）
の
光
が
巨
大
な
舟
の
中
に
さ
し
込
ん
だ
の
で
、
ジ
ウ
ス
ド
ゥ
ラ
は
窓
を
開
き
、
太
陽
（
ウ
ト
ゥ
）
の
前
に
ひ
れ
伏
し

た
。
大
洪
水
の
水
が
引
い
た
の
で
彼
は
舟
か
ら
出
て
神
々
に
動
物
犠
牲
を
捧
げ
る
。

　

最
後
の
段
落
で
は
、
ア
ン
と
エ
ン
リ
ル
が
ジ
ウ
ス
ド
ゥ
ラ
に
神
と
同
じ
よ
う
長
寿
（
神
の
ご
と
き
永
遠
の
命
）
を
与
え
、
人
間
を
始
め

動
物
の
種
（
＝
子
孫
）
を
救
済
し
た
と
い
う
理
由
か
ら
太
陽
の
昇
る
土
地
デ
ィ
ル
ム
ン（
６
）の

地
に
住
ま
わ
せ
た
こ
と
、
が
語
ら
れ
る
。

文
学
的
枠
組
み

（
一
）
天
地
創
造
か
ら
人
類
滅
亡
決
定
に
至
る
ま
で
の
出
来
事
を
回
顧
す
る

（
二
）
最
初
の
五
都
市
の
建
設

（
三
）
洪
水
に
よ
る
人
類
滅
亡
計
画
：
一
度
決
定
さ
れ
た
計
画
は
実
行
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い

（
四
）
主
人
公
の
登
場
と
エ
ン
キ
の
秘
儀
：
神
々
の
う
ち
エ
ン
キ
は
人
類
滅
亡
計
画
に
疑
問
を
抱
く

敬
虔
な
人
物
で
あ
る
ジ
ウ
ス
ド
ゥ
ラ
は
、
慎
み
深
く
壁
際
で
エ
ン
キ
の
大
洪
水
の
お
告
げ
を
聴
く
（
巨
大
な
舟
を
造
り
、
大
洪
水

に
備
え
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
）

（
五
）
大
洪
水　

大
洪
水
は
七
日
七
晩
暴
れ
ま
わ
っ
た

（
六
）
洪
水
の
期
間
：
七
日
間
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（
七
）
動
物
犠
牲
：
ジ
ウ
ス
ド
ゥ
ラ
は
牛
を
殺
し
羊
を
（
屠
殺
す
る
）

（
八
）
洪
水
終
息
の
確
認
：
大
地
か
ら
動
物
が
芽
生
え
る

（
九
）
ジ
ウ
ス
ド
ゥ
ラ
と
舟
に
残
さ
れ
た
も
の
は
デ
ィ
ル
ム
ン
の
地
（
楽
園
）
に
住
ま
う

二
、『
ア
ト
ラ･
ハ
シ
ー
ス
叙
事
詩（

７
）』

　
『
ア
ト
ラ
・
ハ
シ
ー
ス
（A

tra-hasīs 

最
高
賢
者
）
叙
事
詩
』
は
テ
キ
ス
ト
研
究
が
進
み
欧
米
圏
で
は
新
た
な
出
版
も
な
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
作
品
は
前
一
六
三
五
年
頃
―
―
標
準
版
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
に
先
立
つ
五
〇
〇
年
ほ
ど
前
―
―
に
編
纂
さ
れ
、
当
初
は
三

枚
の
書
板
に
一
二
四
五
行
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
全
体
の
三
分
の
二
ほ
ど
の
テ
キ
ス
ト
が
復
元
可
能
と
な
っ
て
い
る
。『
ア
ト
ラ･

ハ
シ
ー
ス
叙
事
詩
』
は
人
間
の
創
造
物
語
と
洪
水
物
語
を
主
要
テ
ー
マ
と
し
、『
エ
ヌ
マ
・
エ
リ
シ
ュ
』（
宇
宙
開
闢
神
話
）
や
『
ギ
ル
ガ

メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
と
な
ら
ぶ
長
編
物
語
で
あ
る
。

　

叙
事
詩
は
神
々
の
時
代
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
神
々
の
社
会
は
上
位
の
神
々
（
ア
ヌ
ン
ナ
キ
）
と
低
位
の
神
々
（
イ
ギ
ギ
）
に
分
か
れ
て

い
た
。
低
位
の
神
々
は
地
上
の
労
働
に
従
事
し
、
上
位
の
神
々
を
支
え
て
い
た
。
時
が
た
ち
、
低
位
の
神
々
の
労
働
は
も
は
や
忍
耐
の
限

界
を
越
え
て
し
ま
い
、
上
位
の
神
々
に
不
満
と
反
旗
を
翻
す
。
天
上
の
神
々
は
事
の
重
大
性
に
何
も
気
づ
い
て
い
な
い
。
こ
れ
を
察
知
し

た
エ
ン
リ
ル
は
武
器
を
取
り
戦
に
備
え
て
、
イ
ギ
ギ
た
ち
の
訴
え
を
聞
き
、
そ
の
解
決
方
法
が
探
ら
れ
る
。
こ
こ
で
知
恵
の
神
エ
ア
（
エ

ン
キ（
８
））

の
出
番
と
な
る
。
エ
ア
の
提
案
は
解
決
策
と
し
て
人
間
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ひ
と
え
に
イ
ギ
ギ
の
苦
役
や
強
制

労
働（
９
）を

人
間
に
肩
代
わ
り
さ
せ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

　

人
間
の
創
造
か
ら
一
二
〇
〇
年
が
経
ち
、
国
土
は
広
大
に
な
る
に
つ
れ
て
人
口
も
膨
大
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
神
々
の
世
界
に
も
人
々

の
騒
々
し
さ）
10
（

が
悩
み
の
種
と
な
り
、
睡
眠
が
取
れ
な
い
の
だ
と
い
う
。
エ
ン
リ
ル
は
人
々
を
絶
滅
し
よ
う
と
決
断
す
る
。
そ
こ
で
嵐
と
雷

の
神
ア
ダ
ド
に
命
じ
て
雨
を
降
ら
せ
ず
、
人
間
の
食
糧
を
断
と
う
と
す
る
。
し
か
し
知
恵
と
魔
術
の
神
エ
ア
は
す
べ
て
を
予
知
で
き
る
神
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で
あ
っ
た
。
ア
ト
ラ
・
ハ
シ
ー
ス
が
エ
ア
の
助
言
を
得
て
、
エ
ン
リ
ル
の
送
る
疫
病
に
対
し
疫
病
神
ナ
ム
タ
ル
を
懐
柔
し
た
た
め
人
類
は

生
き
延
び
る
。
ま
た
一
二
〇
〇
年
後
エ
ア
は
日
照
り
と
飢
饉
に
介
入
し
ア
ダ
ド
を
取
り
こ
み
人
類
を
絶
滅
か
ら
守
る
。
人
間
は
ア
ダ
ド
の

神
殿
を
建
て
、
彼
に
献
納
を
す
る
こ
と
で
雨
の
恵
み
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
い
に
神
々
は
人
間
を
絶
滅
す
る
決
定
を
下
す
。
エ
ン
リ

ル
は
洪
水
に
よ
っ
て
殲
滅
を
図
ろ
う
と
す
る
。

　

洪
水
物
語
は
第
三
の
書
板
に
記
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
一
四
行
に
わ
た
る
欠
損
の
後
、
エ
ア
（
エ
ン
キ
）
が
ア
ト
ラ
・
ハ
シ
ー
ス
に
方
舟

建
造
の
お
告
げ
を
語
る
。

「
注
意
を
向
け
よ
。

壁
よ
、
私
に
聴
け
。

葦
の
壁
よ
、
わ
た
し
の
こ
と
ば
全
て
に
注
意
を
向
け
よ
。

家
を
壊
し
て
、
舟
を
つ
く
れ
。

財
産
を
捨
て
て
、 

 

命
を
保
て
。」（
第
一
欄
一
九
〜
二
四
行）

11
（

）

　

方
舟
の
設
計
図
に
つ
い
て
の
叙
述
は
な
い
が
、『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
と
の
並
行
記
事
か
ら
立
方
体
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
エ

ア
は
ア
ト
ラ
・
ハ
シ
ー
ス
に
七
日
に
及
ぶ
大
洪
水
の
襲
来
を
告
げ
る
。
彼
は
鳥
類
、
諸
動
物
と
家
族
を
乗
船
さ
せ
た
。

　

天
侯
は
急
変
し
て
空
が
破
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
大
雨
が
方
舟
を
襲
う
。
嵐
と
雷
の
神
ア
ダ
ド
は
唸
り
声
を
あ
げ
風
は
荒
れ
狂
い
、
綱
は

断
ち
き
ら
れ
、
舟
は
解
き
放
た
れ
る
。

　

こ
の
光
景
に
接
し
た
女
神
ニ
ン
ト
ゥ
―
―
人
間
を
創
造
し
た
―
―
は
ア
ヌ
の
造
っ
た
大
蠅）
12
（

ど
も
に
近
づ
き
、
神
々
の
前
で
、
不
平
を
言
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い
、
悲
嘆
に
く
れ
る
。
七
日
七
晩
の
間
、
洪
水
が
大
地
を
襲
っ
た
が
方
舟
は
耐
え
て
残
っ
た
。

「
ど
こ
に
命
は
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

ど
う
し
て
人
間
は
絶
滅
か
ら
生
き
残
っ
た
の
か
。」（
第
六
欄
九
〜
一
〇
行
）

　

エ
ン
リ
ル
は
な
ぜ
ア
ト
ラ
・
ハ
シ
ー
ス
を
始
め
人
類
は
生
き
残
っ
た
の
か
、
と
エ
ア
（
エ
ン
キ
）
に
詰
問
す
る
。
あ
っ
さ
り
エ
ア
（
エ

ン
キ
）
は
そ
の
策
略
を
め
ぐ
ら
し
た
の
は
自
分
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。
そ
し
て
物
語
は
終
幕
に
向
か
う
。
人
口
過
剰
に
ど
う
対
処
す
べ

き
か
、
そ
の
手
立
て
が
叙
述
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

「
加
え
て
、
人
々
の
う
ち
に
第
三
の
群
を
あ
ら
し
め
よ
。

人
々
の
中
に
子
を
生
む
女
と
子
を
産
ま
な
い
女
と
を
（
あ
ら
し
め
よ
）。

パ
ー
シ
ッ
ト
ゥ
悪
鬼）

13
（

を
人
々
の
中
に
あ
ら
し
め
よ
。

子
を
奪
い
去
る
た
め 

そ
の
（
子
）
を
産
ん
だ
彼
女
の
膝
か
ら

任
命
せ
よ
。
ウ
グ
バ
ブ
ト
ゥ
女
祭
司
た
ち
、
エ
ン
ト
ゥ
女
祭
司
た
ち
、  

と
エ
ギ
ツ
ィ

－

ト
ゥ
女
祭
司
た
ち）

14
（

を
。

彼
女
た
ち
は
タ
ブ
ー
と
な
り
ま
し
ょ
う
。 

（
そ
し
て
）
子
の
誕
生
は
断
ち
切
ら
れ
よ
う
。」（
第
七
欄
一
〜
九
行
）
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後
述
す
る
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
と
『
ア
ト
ラ･

ハ
シ
ー
ス
叙
事
詩
』
に
お
け
る
洪
水
物
語
を
大
観
し
て
明
瞭
な
の
は
、
前
者
は

後
者
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
の
編
集
者
は
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
何
が

し
か
の
削
除
・
変
更
を
加
え
た
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。
物
語
の
終
局
部
分
は
大
き
く
異
な
る
。
そ
れ
は
、
最
も
興
味
あ
る
の
だ
が
、
第
三

の
書
板
の
結
末
部
分
、
つ
ま
り
第
七
欄
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
一
方
で
人
類
は
絶
滅
の
危
機
か
ら
回

避
で
き
た
も
の
の
、
他
方
で
人
口
の
増
加
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
で
エ
ン
リ
ル
と
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
詳
細
は
、

残
念
な
こ
と
に
テ
キ
ス
ト
が
破
損
し
、
い
か
な
る
方
法
で
人
口
増
加
に
歯
止
め
を
か
け
た
の
か
、
部
分
的
な
方
法
は
明
ら
か
で
あ
る
に
し

て
も
、
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
は
単
に
今
日
的
意
味
で
の
人
口
過
剰
問
題
と
解
す
べ

き
で
は
な
い
。
確
か
に
人
口
過
剰
問
題
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
結
果
的
に
人
間
の
寿
命
が
短
縮
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
神
々
の

時
代
に
近
か
っ
た
王
た
ち
の
統
治
年
代
は
数
万
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、『
ア
ト
ラ
・
ハ
シ
ー
ス
叙
事
詩
』
に
お
け
る
洪
水
物

語
は
人
口
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
方
策
に
言
及
す
る
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
時
代
の
到
来
を
告
げ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

文
学
的
構
成

（
一
）
人
口
の
増
加
：
人
間
の
数
は
夥
し
く
な
り
、
神
々
は
人
間
の
喧
騒
ゆ
え
に
忍
耐
で
き
な
く
な
る

疫
病
や
旱
魃
、
飢
饉
を
放
つ
が
知
恵
の
神
エ
ア
（
エ
ン
キ
）
の
策
略
を
得
て
人
類
は
生
き
延
び
る

（
二
）
絶
滅
宣
言
：
つ
い
に
神
々
は
人
間
を
絶
滅
す
る
決
定
を
下
す

（
三
）
方
舟
の
建
造
：
エ
ン
リ
ル
は
洪
水
に
よ
っ
て
殲
滅
を
図
ろ
う
と
す
る

エ
ア
は
葦
の
壁
を
隔
て
ア
ト
ラ
・
ハ
シ
ー
ス
に
方
舟
建
造
を
細
部
に
わ
た
っ
て
指
示
す

（
四
）
搬
入
：
ア
ト
ラ
・
ハ
シ
ー
ス
は
家
族
を
始
め
、
地
上
の
諸
動
物
や
鳥
類
を
舟
に
乗
せ
る

（
五
）
洪
水
：
天
気
は
急
変
し
て
空
が
破
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
大
雨
が
方
舟
を
襲
う
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（
六
）
洪
水
の
期
間
：
七
日
間

（
五
）
人
口
過
剰
へ
の
対
処
：
ど
う
対
処
す
べ
き
か
、
そ
の
手
順
が
叙
述
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

人
類
は
絶
滅
の
危
機
か
ら
逃
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
た
だ
し
人
口
の
増
加
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
で
エ
ン
リ
ル
と
妥
協
す
る

三
、『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩）

15
（

』

　
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
は
多
様
な
版
が
存
在
し
た
。『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
の
成
立
は
、古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
（
前
二
〇
世
紀
）

に
始
ま
り
中
期
バ
ビ
ロ
ニ
ア
版
（
前
一
六
世
紀
）、
後
期
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
（
前
一
〇
世
紀
）
〜
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
（
前
七
世
紀
末
〜
）

さ
ら
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
（
〜
前
三
世
紀
）
に
わ
た
っ
て
諸
断
片
が
出
土
し
て
い
る
。
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
版
で
は
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
伝
承
を
材

料
に
基
本
的
構
成
は
成
立
し
て
い
る
。
ア
ッ
カ
ド
語
版
に
加
え
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
周
辺
地
域
か
ら
、
各
地
の
言
語
に
も
翻
訳
さ
れ
た
。）

16
（

も

と
も
と
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
王
は
す
で
に
シ
ュ
メ
ー
ル
王
朝
末
期
に
神
格
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
シ
ュ
ル
パ
ッ
ク
（
フ
ァ
ラ
）
出
土
の
王
名
表

（
前
二
四
五
〇
年
頃
）
か
ら
窺
わ
れ
る
。
ま
た
シ
ュ
メ
ー
ル
語
で
書
か
れ
た
一
群
の
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
物
語
（
シ
ュ
メ
ー
ル
語
で
はB

il-ga 

m
e

）
17
（š

）
の
存
在
が
幾
つ
も
知
ら
れ
て
い
る
。
最
終
的
に
は
こ
の
シ
ュ
メ
ー
ル
語
諸
作
品
の
内
『
ビ
ル
ガ
メ
シ
ュ
と
フ
ワ
ワ
』、『
ビ
ル
ガ
メ

シ
ュ
、
エ
ン
キ
ド
ゥ
と
天
牛
』
と
『
ビ
ル
ガ
メ
シ
ュ
、
エ
ン
キ
ド
ウ
と
冥
界
』
が
採
用
さ
れ
た
。
本
稿
が
対
象
と
す
る
書
板
は
『
ギ
ル
ガ

メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
の
う
ち
第
十
一
の
書
板
に
当
た
る
大
洪
水
物
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
標
準
版
に
お
い
て
初
め
て
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』

を
構
成
す
る
テ
ー
マ
と
の
関
係
で
付
加
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。）
18
（

　

洪
水
物
語
は
元
来
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
諸
伝
承
に
内
包
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
の
洪
水
物
語
は
前
項
で

取
り
扱
っ
た
『
シ
ュ
メ
ー
ル
語
洪
水
物
語
』
や
『
ア
ト
ラ
・
ハ
シ
ー
ス
叙
事
詩
』
と
同
系
統
に
属
す
る
。）
19
（

洪
水
物
語
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

　

ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
つ
い
に
舟
師
ウ
ル
シ
ャ
ナ
ビ
の
「
死
の
海
」
を
渡
り
ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
ィ
ム）
20
（

と
の
邂
逅
を
果
た
す
。
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ

は
懇
願
し
て
彼
と
変
ら
ぬ
容
貌
の
ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
ィ
ム
が
な
ぜ
神
々
の
一
柱
に
列
せ
れ
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
を
質
す
。
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ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
ィ
ム
は
そ
の
秘
密
を
語
り
出
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、ア
ヌ
を
は
じ
め
と
し
て
、エ
ン
リ
ル
、ニ
ヌ
ル
タ
、エ
ン
ヌ
ギ
（
ア

ダ
ド
）
と
エ
ア
が
集
い
地
上
に
洪
水
を
送
っ
て
人
間
の
滅
亡
を
決
定
す
る
。
た
だ
そ
の
中
で
思
慮
深
い
エ
ア
だ
け
が
人
間
救
済
の
手
立
て

を
備
え
る
。
エ
ア
は
舟
を
建
造
し
命
あ
る
す
べ
て
の
種
を
そ
の
中
に
詰
め
込
む
よ
う
指
示
す
る
。

「
葦
屋
よ
、
葦
屋
よ
。
壁
よ
、
壁
よ
。

葦
屋
よ
、
聞
け
。
壁
よ
、
悟
れ
。

シ
ュ
ル
ッ
パ
ク
の
人
、
ウ
バ
ル
・
ト
ゥ
ト
ゥ
の
息
子
よ
、）

21
（

家
を
壊
し
、
方
舟
を
造
れ
。

持
物
を
放
棄
し
、
生
命
を
求
め
よ
。

財
産
を
厭
い
、
命
を
生
か
せ
。」（
二
一
〜
二
六
行
）

　

方
舟
は
長
さ
と
幅
は
等
し
い
立
方
体
と
し
て
造
ら
れ
屋
根
が
葺
か
れ
る
。
エ
ア
の
ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
ィ
ム
へ
の
指
示
と
舟
の
構
造
が
示

さ
れ
る
。

　

九
部
屋
を
持
つ
七
階
建
て
の
立
方
体
の
舟
を
造
っ
た
。
舟
は
念
入
り
に
多
く
の
労
働
者
を
つ
ぎ
込
ん
で
造
ら
れ
て
い
く
。
完
成
す
る
と

そ
の
中
に
自
分
の
家
族
、
技
術
者
た
ち
、
生
け
る
も
の
全
て
を
積
み
込
ん
だ
。
太
陽
神
（
シ
ャ
マ
シ
ュ
）
の
こ
と
ば
に
従
い
、
舟
の
戸
は

閉
じ
ら
れ
る
。

　

先
導
神
が
行
き
、
天
に
張
ら
れ
た
大
水
の
堰
は
切
ら
れ
る
。
瞬
時
の
静
け
さ
が
訪
れ
る
や
大
地
は
破
れ
暴
風
と
と
も
に
大
洪
水
が
襲
っ

て
き
た
。
神
々
で
さ
え
怯
え
、
う
ず
く
ま
り
、
女
神
の
絶
叫
と
嘆
き
声
が
あ
が
っ
た
。
七
日
七
晩
に
わ
た
っ
て
風
が
吹
き
、
大
洪
水
と
暴

風
が
大
地
を
襲
う
。
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七
日
目
に
な
っ
て
大
洪
水
は
静
ま
り
退
き
、沈
黙
が
大
地
を
覆
っ
て
い
た
。
全
人
類
は
粘
土
に
戻
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ

テ
ィ
ム
は
窓
を
開
け
る
と
光
を
受
け
た
。彼
は
跪
き
泣
い
た
。遠
く
に
陸
地
が
見
え
、方
舟
は
ニ
ム
シ
ュ
の
山
に
漂
着
し
て
動
か
な
か
っ
た
。

「
七
日
目
に
な
っ
て
、

わ
た
し
は
鳩
を
放
っ
た
。

鳩
は
飛
ん
で
い
っ
た
が
、
舞
い
戻
っ
て
き
た
。

休
み
場
所
が
見
あ
た
ら
ず
に
、
引
き
返
し
て
来
た
の
だ
っ
た
。

わ
た
し
は
燕
を
連
れ
出
し
、
放
っ
た
。

燕
は
飛
ん
で
い
っ
た
が
、
舞
い
戻
っ
て
き
た
。

休
み
場
所
が
見
あ
た
ら
ず
に
、
引
き
返
し
て
来
た
の
だ
っ
た
。

わ
た
し
は
烏
を
連
れ
出
し
、
放
っ
た
。

烏
は
飛
ん
で
ゆ
き
、
水
が
退
い
た
の
を
見
て
、

つ
い
ば
み
、
身
繕
い
を
し
、

〔
尾
羽
を
〕
高
く
掲
げ
て
、
引
き
返
し
て
は
来
な
か
っ
た
。」（
一
四
五
〜
一
五
四
行
）

　

ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
ィ
ム
は
山
頂
で
犠
牲
と
供
物
を
捧
げ
、
薫
香
を
焚
く
と
神
々
は
蠅
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
き
た
。
協
議
も
な
く
洪
水
を

引
き
起
こ
し
、
人
間
を
滅
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
エ
ン
リ
ル
は
、
嫌
が
ら
せ
を
う
け
る
が
、
エ
ン
リ
ル
は
エ
ン
リ
ル
で
到
着
す
る
や
い
な
や
方

舟
に
眼
を
や
り
憤
慨
す
る
。
大
洪
水
を
免
れ
て
死
か
ら
生
き
延
び
た
人
間
の
存
在
に
気
づ
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
仕
業
は
思
慮
深
く
、

知
恵
の
神
で
あ
る
エ
ア
を
除
い
て
他
に
誰
も
い
な
か
っ
た
。
他
方
、
エ
ア
は
エ
ン
リ
ル
に
洪
水
の
他
に
別
の
手
段
は
な
か
っ
た
の
か
と
詰
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問
す
る
。

　

偉
大
な
神
々
の
秘
密
、
つ
ま
り
洪
水
を
引
き
起
こ
す
決
定
は
エ
ア
自
身
が
明
か
に
し
た
の
で
は
な
く
、
ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
ィ
ム
―
―
こ

こ
で
は
ア
ト
ラ
・
ハ
シ
ー
ス
の
名
称
で
出
て
く
る
―
―
に
夢
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
彼
が
神
々
の
秘
密
を
悟
っ
た
の
だ
と
弁
明
す
る
。

　

つ
い
に
エ
ン
リ
ル
は
ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
ィ
ム
と
彼
の
妻
を
祝
福
し
、
神
々
に
加
え
、
遥
か
遠
く
の
河
口
に
住
ま
わ
せ
た
。
洪
水
物
語
は
、

ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
ィ
ム
が
神
々
に
列
せ
ら
れ
た
次
第
を
叙
述
し
て
終
わ
る
。

　

物
語
は
更
に
、
結
局
の
と
こ
ろ
失
敗
す
る
の
だ
が
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
へ
の
七
日
間
寝
ず
に
い
る
試
練
の
話
と
「
老
い
た
る
人
が
若
返
る
」

草
の
存
在
―
―
ウ
ル
ク
へ
の
帰
路
つ
い
草
を
泉
の
傍
に
置
い
て
、
水
で
身
を
き
よ
め
て
い
た
時
、
一
匹
の
蛇
が
忍
び
寄
り
草
は
取
り
去
ら

れ
る
―
―
の
話
が
挿
入
さ
れ
る
。
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
永
遠
の
命
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
長
旅
を
経
て
ウ
ル
ク
に
帰
還
す
る
。
物
語
は
第
一
の

書
板
一
欄
一
六
か
ら
二
一
行
と
並
行
す
る
ウ
ル
ク
を
讃
え
る
こ
と
ば
を
舟
師
ウ
ル
シ
ャ
ナ
ビ
に
語
っ
て
閉
じ
ら
れ
る
。

文
学
的
枠
組
み

（
一
）
神
々
の
秘
密
：
ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
ィ
ム
は
自
分
が
神
々
に
加
え
ら
れ
た
経
緯
を
語
る

（
二
）
方
舟
：
知
恵
の
神
エ
ア
の
指
示
に
よ
り
、
方
舟
を
建
造

七
階
建
て
九
部
屋
を
持
つ
立
方
体
の
方
舟

（
三
）
搬
入
：
家
族
他
、
技
術
者
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
種
を
搬
入

（
四
）
洪
水
：
天
蓋
か
ら
黒
雲
が
た
ち
雷
鳴
が
轟
き
洪
水
が
襲
う

（
五
）
洪
水
の
期
間
：
七
日
間

（
六
）
洪
水
に
よ
る
絶
滅
：
前
人
類
は
粘
土
に
戻
っ
た

（
七
）
方
舟
の
漂
着
：
ニ
ム
シ
ュ
の
山
に
漂
着
す
る
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（
八
）
洪
水
終
息
の
確
認
：
鳩
を
放
つ
が
引
き
返
す
、
燕
も
放
っ
た
が
戻
っ
て
く
る

烏
を
放
つ
と
も
は
や
引
き
返
さ
な
か
っ
た

（
九
）
犠
牲
と
供
物
：
山
頂
で
犠
牲
と
供
物
を
捧
げ
、
薫
香
を
焚
く

（
一
〇
）
不
死
の
付
与
：
エ
ン
リ
ル
は
エ
ア
に
説
得
さ
れ
、
彼
に
神
々
の
よ
う
な
不
死
の
生
命
を
与
え
る

（
一
一
）
民
話
の
挿
入
：
不
眠
の
試
練
と
「
老
い
た
る
人
が
若
返
る
」
草
の
在
り
か

（
一
二
）
エ
ピ
ロ
ー
グ
：
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
失
意
の
う
ち
に
ウ
ル
ク
に
帰
還

四
、『
聖
書
』「
創
世
記）

22
（

」

　

洪
水
物
語
は
『
創
世
記
』
に
お
け
る
原
初
史
と
い
わ
れ
る
非
歴
史
的
な
い
し
神
話
的
物
語
を
構
成
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
部
で
あ
る
。

六
〜
九
章
の
三
章
が
当
て
ら
れ
る
。
洪
水
物
語
は
、
聖
書
学
的
資
料
分
析
に
よ
れ
ば
Ｊ
資
料
と
Ｐ
資
料
か
ら
構
成
さ
れ
、
複
雑
な
編
集
が

な
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
六
章
一
〜
四
節
の
Ｊ
資
料
は
、
神
々
の
子
ら
と
巨
人
た
ち
に
ま
つ
わ
る
独
立
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
把

握
す
る
方
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。）
23
（

実
質
的
な
洪
水
物
語
は
六
章
五
節
か
ら
八
章
二
二
節
で
叙
述
さ
れ
る
。
九
章
一
〜
一
七
節
は
Ｐ
資
料
で

あ
り
洪
水
後
の
祝
福
と
契
約
を
記
述
し
、
洪
水
物
語
を
締
め
括
っ
て
い
る
。

　

Ｊ
資
料
に
よ
る
洪
水
物
語
と
Ｐ
資
料
の
文
学
的
枠
組
み
を
示
し
、
二
欄
に
分
け
て
対
比
し
て
み
よ
う
。
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Ｊ
資
料

　

１
．
人
間
の
破
滅

①
人
口
の
増
加

　

地
上
に
人
が
増
え
始
め
る
（
六
の
一
）

②
悪
の
存
在
と
洪
水
を
送
る
決
断

　

地
上
に
悪
が
増
す
（
六
の
五
）

　

人
を
造
っ
た
こ
と
を
後
悔
す
る
（
六
の
六

－

八
）

③
主
人
公
ノ
ア
の
登
場

　

主
の
好
意
を
得
た
（
六
の
八
） 

　

２
．
洪
水
宣
言

①
人
類
絶
滅
宣
言

　

創
造
し
た
も
の
を
地
上
か
ら
拭
い
去
る
（
六
の
七
ｂ
）

②
方
舟
建
造

　
（
方
舟
に
入
る
）（
七
の
一
ｂ
）

③
つ
が
い
の
搬
入

　

浄
い
動
物
七
対
、
浄
く
な
い
動
物
一
対
（
七
の
二

－

三
）

Ｐ
資
料堕

落
と
暴
虐
に
満
ち
る
（
六
の
一
一）

24
（

）

無
垢
な
人
で
神
と
共
に
歩
ん
だ
（
六
の
九
）

巨
大
な
三
階
建
立
方
体
の
詳
細
な
描
写
（
六
の
一
四

－

一
六
）

全
て
命
あ
る
も
の
の
雌
雄
一
対
（
六
の
一
八

－

二
一
）

文
学
的
枠
組
み
：
Ｊ
資
料
と
Ｐ
資
料
の
相
違
点
と
共
通
点
を
併
記
す
る
。
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④
洪
水
の
発
生
と
継
続
期
間

　

宣
言
か
ら
七
日
後
、
四
〇
日
四
〇
夜
雨
が
降
り
続
く

　
（
七
の
四
）

⑤
洪
水
に
よ
る
絶
滅

　

地
も
ろ
と
も
彼
ら
を
滅
ぼ
す
（
六
の
一
三
）

　

地
の
面
に
い
た
生
き
物
は
全
て
地
上
か
ら
拭
い
去
ら
れ
た

　
（
七
の
二
二
〜
二
三
）

　

３
．
洪
水
の
征
服

①
洪
水
の
終
息

　

四
〇
日
後
（
八
の
六
）

②
終
息
の
確
認

方
舟
の
窓
を
開
け
て
烏
を
放
つ（
八
の
七
）、鳩
を
放
つ（
八

の
八
）、
七
日
後
再
び
鳩
を
放
つ
（
八
の
一
〇
）、
鳩
は
嘴

に
オ
リ
ー
ブ
の
葉
を
加
え
て
戻
っ
て
き
た
（
八
の
一
一
）

ノ
ア
が
六
〇
〇
歳
の
と
き
洪
水
が
起
こ
っ
た
（
七
の
六
）、

深
淵
の
源
が
裂
け
、
天
の
窓
が
開
か
れ
た
（
七
の
一
一）

25
（

）、

翌
年
二
月
二
七
日
に
は
地
上
は
乾
い
て
い
た
、）

26
（

乾
く
ま
で
一

年
間
か
か
っ
た
（
八
の
三
）

地
上
の
生
き
物
は
悉
く
息
絶
え
た
（
七
の
二
一
）

一
五
〇
日
後
水
は
引
き
出
し
ア
ラ
ラ
ト
山
に
漂
着
す
る

（
八
の
三
〜
四
）
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③
犠
牲
の
奉
げ
物

　

ノ
ア
は
祭
壇
を
築
き
、
焼
き
尽
く
す
献
げ
物
を
捧
げ
る

　
（
八
の
二
〇
）

　

４
．
新
秩
序　
　
　
　
　
　

「
人
に
対
し
て
大
地
を
呪
う
こ
と
は
二
度
と
な
い
」

（
八
の
二
一
）

祝
福
と
契
約
：「
産
め
よ
、
増
え
よ
、
地
に
満
ち
よ
」（
九
の

一

－

八
）、
肉
は
命
で
あ
る
血
を
含
ん
だ
ま
ま
で
は
食
糧
に

し
て
は
な
ら
な
い）

27
（

虹
が
全
て
肉
な
る
も
の
と
の
間
に
立
て
た
契
の
し
る
し
で
あ

る
（
九
の
一
六
）

　

当
該
両
資
料
を
鳥
瞰
す
れ
ば
、
叙
述
の
重
複
或
い
は
類
似
と
差
異
は
明
ら
か
で
あ
る
。
Ｊ
資
料
と
Ｐ
資
料
の
叙
述
の
統
合
が
最
終
的
編

集
段
階
で
行
わ
れ
た
と
き
、
旧
約
神
学
的
問
題
は
さ
て
お
き
、
文
学
的
枠
組
み
に
お
い
て
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
洪
水
物
語
と
の
類
似
性
は
明

瞭
で
あ
り
、
何
ら
か
の
借
用
が
行
わ
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
前
三
世
紀
の
ベ
ロ
ッ
ソ
ス
の
洪
水
伝
承
が
シ
ュ
メ
ー
ル
の
そ
れ
に

近
い
と
す
れ
ば
、
よ
り
古
い
Ｊ
資
料
と
Ｐ
資
料
は
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
洪
水
伝
承
を
獲
得
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
大

変
興
味
あ
る
課
題
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
ウ
ガ
リ
ッ
ト
出
土
の
洪
水
物
語
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
か
ら
の
伝
承
を
継
承
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、

聖
書
の
洪
水
伝
承
Ｊ
資
料
と
Ｐ
資
料
も
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
の
時
期
を
含
め
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
か
ら
シ
リ
ア
・
カ
ナ
ン
地
域
に
広
が
っ
て
い
た

諸
版
の
洪
水
伝
承
と
同
系
統
を
素
材
に
編
纂
さ
れ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。）
28
（

た
だ
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代（
前
二
〇
〇
〇
〜
前
一
六
〇
〇
年
頃
）

『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
に
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
や
「
洪
水
物
語
」
は
ま
だ
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
事
実
は
、
メ
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ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
お
け
る
文
書
伝
承
の
伝
統
を
考
慮
す
る
と
、
最
終
的
に
旧
約
聖
書
の
編
集
者
は
か
な
り
の
裁
量
を
持
っ
て
洪
水
物
語
を
編

纂
し
、
原
初
史
に
組
み
込
む
余
地
が
あ
っ
た
、
証
左
と
な
ろ
う
。）

29
（

五
、
古
代
西
ア
ジ
ア
の
自
然
と
風
土
―
―
破
局
的
大
洪
水
に
関
連
し
て

（
一
）
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

　

ほ
ぼ
現
在
の
イ
ラ
ク
に
相
当
す
る
地
方
の
か
な
り
の
地
域
は
平
原
で
あ
り
、
南
部
は
大
沖
積
平
野
を
な
す
。
河
口
部
は
マ
ー
シ
ュ
ラ
ン

ド（
大
沼
沢
地
）を
形
成
す
る
。チ
グ
リ
ス
河
と
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
河）

30
（

は
そ
の
源
流
を
ト
ル
コ
西
部
の
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
山
岳
地
帯
に
持
つ
が
、

国
境
を
越
え
イ
ラ
ク
に
入
る
あ
た
り
か
ら
ペ
ル
シ
ア
湾
ま
で
の
高
低
差
は
低
い
。
チ
グ
リ
ス
河
の
場
合
、
バ
グ
ダ
ッ
ト
市
か
ら
ペ
ル
シ
ア

湾
ま
で
約
九
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
そ
の
高
低
差
は
三
四
メ
ー
ト
ル
と
極
め
て
低
い
。
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
河
で
は
シ
リ
ア
国
境
の
河
畔
の
町

ア
ブ
ー
・
カ
マ
ー
ル
か
ら
一
一
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
の
ペ
ル
シ
ア
湾
頭
ま
で
の
高
低
差
は
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た

地
理
的
条
件
に
よ
っ
て
上
流
か
ら
の
大
量
の
土
砂
が
長
年
に
わ
た
り
堆
積
し
、肥
沃
な
大
地
（
大
沖
積
平
野
）
を
形
成
し
て
い
っ
た
。）
31
（

シ
ュ

メ
ー
ル
人
は
こ
の
平
野
に
当
時
革
命
的
と
も
い
え
る
灌
漑
設
備
を
敷
設
し
、
水
の
制
御
を
徹
底
し
て
管
理
し
た
農
業
と
牧
畜
を
基
盤
と
す

る
都
市
文
明
を
築
き
上
げ
た
。

　

前
三
千
年
紀
初
頭
に
こ
の
土
地
（
シ
ュ
メ
ー
ル
）
は
驚
異
的
収
量
倍
率
を
も
も
た
ら
す
ム
ギ
農
耕
を
基
盤
に
都
市
経
済
を
発
展
さ
せ
て

い
た
。）
32
（

シ
ュ
メ
ー
ル
初
期
王
朝
時
代
第
一
期（
前
二
九
〇
〇

－

二
七
〇
〇
年
）に
は
ウ
ル
ク（
ワ
ル
カ
）の
人
口
は
四
万
五
千
人
に
も
達
し
、

こ
の
人
口
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
耕
地
面
積
は
ウ
ル
ク
を
中
心
に
半
径
約
一
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
と
い
う
。
初
期
王
朝
時
代
第

三
期
（
前
二
五
〇
〇
〜
二
三
三
〇
年
頃
）
に
な
る
と
南
部
の
沖
積
平
野
に
は
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
河
に
沿
っ
て
二
〇
以
上
の
都
市
国
家
が
成
立

し
て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
、
多
く
の
都
市
国
家
の
成
立
は
同
時
に
著
し
い
人
口
の
増
大
を
意
味
す
る
。
人
口
増
加
を
引
き
起
こ
し
た
理
由

に
つ
い
て
確
実
な
証
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
人
口
増
加
現
象
は
ウ
バ
イ
ド
期
の
終
わ
り
か
ら
ウ
ル
ク
期
の
初
め
に
顕
著
に
な
る
。
そ
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の
理
由
と
し
て
は
、
天
侯
に
よ
る
自
然
環
境
の
変
化
、
あ
る
地
域
へ
の
集
中
的
人
口
移
動
や
半
遊
牧
民
か
ら
定
住
生
活
へ
の
移
行
と
い
っ

た
複
合
的
要
因
が
上
げ
ら
れ
よ
う
。）

33
（

　

人
口
の
流
入
と
都
市
の
発
展
は
、
灌
漑
農
耕
の
発
展
と
は
裏
腹
に
脆
弱
な
経
済
基
盤
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
。
度
々
襲
っ
て
く
る
飢

饉
、疫
病
と
洪
水
は
厄
介
な
問
題
で
あ
っ
た
。）

34
（

中
で
も
河
川
の
氾
濫
は
大
洪
水
と
な
り
諸
都
市
を
襲
っ
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
、Ｌ
・
ウ
ー
リ
ー

卿
は
ウ
ル
を
発
掘
し
、
文
化
層
が
三
・
五
メ
ー
ト
ル
も
の
粘
土
層
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
て
、
こ
れ
こ
そ
ノ
ア
の
方
舟
が
伝
え

る
大
洪
水
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
確
信
し
た
。）

35
（

そ
の
後
の
発
掘
に
よ
っ
て
同
様
な
文
化
層
の
上
に
粘
土
層
を
も
つ
古
代
諸
都
市
―
―
ウ

ル
、
キ
シ
ュ
、
ウ
ル
ク
、
シ
ュ
ル
パ
ッ
ク
、
ニ
ネ
ヴ
ェ
―
―
が
発
掘
さ
れ
た
。
結
果
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
各
都
市
に
お
け

る
堆
積
層
の
層
順
も
年
代
も
異
な
り
、
歴
史
的
に
全
地
を
破
壊
す
る
大
洪
水
の
粘
土
層
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
む
し
ろ
こ
う

し
た
諸
都
市
の
発
掘
は
局
所
的
な
洪
水
が
諸
都
市
を
襲
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。）

36
（

古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
環
境
や
風
土
を

勘
案
す
れ
ば
、
と
り
わ
け
チ
グ
リ
ス
河
と
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
河
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
イ
ル
河
と
異
な
り
、
南
部
バ
ビ
ロ
ニ
ア
や
シ
ュ
メ
ー
ル

の
地
は
春
先
（
四
月

－

五
月
）
の
増
水
期
に
運
河
は
補
助
的
な
助
け
に
な
っ
た
に
し
て
も
、
し
ば
し
ば
河
川
は
氾
濫
し
て
洪
水
と
な
り
都

市
を
襲
い
耕
地
は
冠
水
し
た
。
洪
水
に
備
え
ジ
ク
ラ
ッ
ト
（
聖
塔
）
の
基
壇
に
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
防
水
を
施
す
必
要
が
あ
っ
た
ほ
ど
で

あ
る
。
人
口
の
増
大
と
河
川
の
氾
濫
は
砂
防
工
事
が
脆
弱
で
あ
っ
た
こ
の
時
代
を
考
慮
す
る
と
、
都
市
生
活
者
と
農
民
に
と
っ
て
最
も
脅

威
的
災
害
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

（
二
）
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル

　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
自
然
と
風
土
は
東
南
ア
ジ
ア
の
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
と
比
較
し
て
圧
倒
的
な
違
い
は
雨
量
に
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。）

37
（

前

述
し
た
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
と
は
雨
量
の
点
で
は
近
似
す
る
に
し
て
も
そ
の
地
理
的
条
件
は
大
き
く
異
な
る
。
大
河
に
拓
か
れ
た
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ア
に
比
べ
イ
ス
ラ
エ
ル
の
場
合
、
レ
バ
ノ
ン
地
溝
帯
を
流
れ
る
ヨ
ル
ダ
ン
川
を
除
け
ば
、
い
わ
ゆ
る
恒
常
河
流
は
少
な
い
。）
38
（

ま
し
て
や
肥
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沃
な
大
河
が
形
成
し
た
沖
積
平
野
を
持
つ
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
と
は
根
本
的
に
異
な
る
。

　

へ
ブ
ラ
イ
語
の
「
最
初
の
雨
」
は
語
根
を
「（
矢
）
を
放
つ
」
に
持
ち
、「
射
手
」
を
含
意
す
る
。
つ
ま
り
こ
の
時
期
の
雨
は
戦
場
で
放

た
れ
る
矢
の
よ
う
に
大
地
を
的
と
し
て
突
き
刺
す
よ
う
に
降
る
の
で
あ
る
。
ス
コ
ー
ル
の
よ
う
に
短
時
間
に
地
面
を
叩
き
つ
け
る
よ
う
に

降
る
。
一
時
河
流
と
呼
ば
れ
る
川
は
、
わ
れ
わ
れ
に
は
一
般
的
に
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ワ
デ
ィ
の
名
称
で
知
ら
れ
る
が
、
涸
れ
谷
と
訳
さ
れ
る
。

雨
の
降
ら
な
い
乾
期
は
石
灰
質
の
岩
や
地
層
が
む
き
出
し
の
乾
い
た
無
機
質
の
谷
で
あ
る
。
更
に
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に
は
荒
野
や
砂
漠
を
表
す

語
彙
が
六
つ
ほ
ど
あ
り
、）
39
（

こ
う
し
た
語
彙
の
豊
富
さ
も
イ
ス
ラ
エ
ル
が
い
か
に
雨
量
の
少
な
い
乾
燥
し
た
大
地
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
い
っ
た
ん
雨
期
に
入
り
「
最
初
の
雨
」
が
降
り
出
す
と
鉄
砲
水
と
な
っ
て
谷
を
下
る
。
涸
れ
谷
は
石
灰
質
で
覆
わ
れ
て
い
る
た
め

に
流
れ
込
む
雨
を
保
水
す
る
能
力
を
全
く
持
た
な
い
の
で
あ
る
。

　

古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
み
な
ら
ず
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
や
シ
リ
ア
・
パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
一
般
的
に
雨
期
の
戦
争
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
道
路
は

道
な
き
道
と
な
り
、
ぬ
か
る
ん
で
兵
士
も
戦
車
も
前
進
出
来
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
涸
れ
谷
は
大
量
の
土
砂
を
運
び
、

道
は
寸
断
さ
れ
行
く
手
を
阻
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
雨
を
戦
略
的
に
利
用
し
戦
い
を
勝
利
に
導
い
た
事
例
を
聖
書
は
記
し
て
い
る

が
、）
40
（

こ
れ
は
例
外
的
と
い
え
よ
う
。
雨
は
恵
を
も
た
ら
す
一
方
で
、
や
は
り
涸
れ
谷
を
一
気
に
流
れ
下
る
濁
流
を
想
起
さ
せ
る
も
の
、
破

壊
的
大
洪
水
を
表
象
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

お
わ
り
に

　

西
ア
ジ
ア
に
起
源
す
る
大
洪
水
伝
承
が
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
発
見
さ
れ
て
以
来
、『
旧
約
聖
書
』
に
お
け
る
ノ
ア
の
方
舟
伝
承
と
関

連
す
る
研
究
は
、
考
古
学
資
料
と
文
献
学
的
テ
キ
ス
ト
分
析
の
蓄
積
と
相
俟
っ
て
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
本
稿
で
は
伝
播
の
経
緯

に
つ
い
て
は
検
討
し
な
か
っ
た
。
ノ
ア
の
方
舟
伝
承
の
場
合
、
伝
承
の
過
程
を
仔
細
に
検
証
す
る
の
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
検
討
し
た
文

学
的
枠
組
み
か
ら
少
な
く
と
も
シ
ュ
メ
ー
ル
洪
水
物
語
を
含
む
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
洪
水
伝
承
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
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な
ぜ
イ
ス
ラ
エ
ル
の
編
集
者
た
ち
は
洪
水
物
語
を
旧
約
聖
書
に
盛
り
込
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
文
学
的
視
点
か
ら
洪
水
伝
承
が
歴
史
編
纂

的
役
割
を
担
っ
た
こ
と
は
シ
ュ
メ
ー
ル
の
王
名
表
と
の
類
似
か
ら
明
瞭
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
他
に
文
書
化
し
て
原
初
史
に
組
み
込
ん
だ
要
因
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
そ
の
鍵
に
な
る
要
因
を
自
然
と
風
土
と
い
う
観

点
か
ら
検
討
し
た
。
歴
史
的
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
編
集
者
た
ち
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
学
（
叙
事
詩
・
神
話
）
と
の
接
点
を
持
つ
機
会
を
幾
度

と
な
く
経
験
し
て
い
た
。
彼
ら
は
歴
史
を
神
の
行
為
の
実
在
化
と
し
て
記
憶
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
ら
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
洪

水
伝
承
を
受
容
す
る
さ
い
、
洪
水
は
過
去
の
歴
史
に
お
け
る
悲
惨
で
破
局
的
出
来
事
と
し
て
記
憶
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に

お
け
る
大
河
の
氾
濫
と
洪
水
は
彼
ら
に
と
っ
て
歴
史
を
画
す
る
終
末
的
出
来
事
と
し
て
記
憶
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
彼
ら
が
太
古
の
方

舟
伝
承
を
神
の
行
為
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ま
さ
に
彼
ら
自
身
が
置
か
れ
て
い
た
自
然
と
風
土
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
神
学
的
解
釈
は
別
と
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
が
洪
水
伝
承
を
彼
ら
の
歴
史
的
出
来
事
と
し
て
記
憶
に

留
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
彼
ら
が
直
面
し
て
い
た
自
然
や
環
境
と
い
う
要
因
を
抜
き
に
は
考
え
に
く
い
。
編
集
者
に
と
っ
て
方
舟
伝

承
は
神
話
的
物
語
と
い
う
よ
り
も
、
民
族
の
歴
史
に
神
の
行
為
を
見
る
出
来
事
と
し
て
深
く
記
憶
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な

か
っ
た
か
。
日
本
で
は
大
災
害
が
千
年
や
百
年
単
位
で
襲
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
災
害
の
記
憶
を
歴
史
化
す
る
こ
と
に
希
薄
で
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
。
む
し
ろ
大
災
害
と
は
無
縁
と
思
わ
れ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
い
て
大
洪
水
を
歴
史
化
し
、
神
の
行
為
を
記
憶
す
る
装
置
と
し
て
理

解
し
た
と
こ
ろ
に
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
の
特
殊
性
を
見
い
だ
せ
よ
う
。

注
　

学
術
雑
誌
等
略
記
記
号
は（1

）Martha T. R
oth （et al.

）, The Assyrian D
ictionary of the U

niversity of C
hicago, Vol. 18 （C

hicago, the O
riental 

Institute, 2006

）;（2

） W
. von Soden ’s Akkadishes H

andw
örterbuch, 

（O
tto H

arraassovits, 1966-1981

）;（3

） R
. B

oger ’s H
andbuch der 
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K
eilschriftliteratur. vol. 1

（B
erlin, 1967

）, 661-672. 

に
準
拠
す
る
。

（
１
）J. G

. Frazer, Folklore in the O
ld Testam

ent: Studies in C
om

parative Religion Legend and Law
 （M

acm
illan and C

o., 1918

）
は
出
版
か
ら

六
〇
年
後
に
翻
訳
出
版
さ
れ
た
。
江
河　

徹
・
秋
山
武
夫
・
内
田
鎮
人
・
古
宮
照
雄
・
田
島
松
二
訳
『
旧
約
聖
書
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
』（
太
陽
社
、

一
九
七
九
年
）
第
四
章
六
〇
頁
〜
一
〇
二
参
照
。

（
２
）
そ
の
他
の
周
縁
に
伝
播
し
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ア
ポ
ロ
ド
ロ
ス
が
伝
え
る
「
デ
ウ
カ
リ
オ
ン
洪
水
神
話
」
や
前
三
世
紀
に
書
か
れ
た
バ
ビ
ロ
ニ
ア

の
神
官
で
ベ
ロ
ッ
ソ
ス
に
よ
る
洪
水
物
語
―
―
断
片
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
―
―
は
本
稿
の
対
象
か
ら
除
い
た
。
本
稿
で
は
古
代
西
ア
ジ
ア
の
洪

水
神
話
と
聖
書
に
伝
わ
る
ノ
ア
の
洪
水
物
語
に
対
象
を
限
定
し
、
そ
れ
ら
の
文
学
の
枠
組
み
と
背
景
を
考
察
対
象
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

（
３
）
テ
キ
ス
ト
と
翻
訳
や
解
説
に
つ
い
は
五
味　

亨
訳
「
洪
水
伝
説
」
杉　

勇
編
『
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
集
筑
摩
世
界
文
學
大
系　

１
』（
筑
摩
書
房
、

一
九
七
八
年
）、一
二
〜
一
四
頁
、岡
田
明
子
、小
林
登
志
子『
シ
ュ
メ
ー
ル
神
話
の
世
界
』（
中
央
公
論
新
社
、二
〇
〇
八
年
）、四
七
〜
七
一
頁
参
照
。M

. 

C
ivil, ‘The Sum

erian Flood Story, in: Atra-H
asīs The Babylonian Story of the Flood’ W

. G
. Lam

bert and A
. R

. M
illard （O

xford: C
larendon 

Press, 1969

）, pp.128-145.; A
. H

eidel, G
ilgam

esh Epic and O
ld Testam

ent Parallels （The U
niversity of C

hicago Press, 1975

）, pp. 102-105. 

W
. H

. R
öm

er, Texte aus der U
m

w
elt des Alten Testam

ents （TU
AT

） III/3, s. 448-458. ; S. N
. K

ram
er, ‘The D

eluge ’ in: Ancient N
ear Eastern 

Texts Relating to the O
ld Testam

ent 3 （AN
ET

） ed. by J. B
. Prichard （N

J: Princeton U
niversity Press, 1974

）, pp.42-44.

（
４
）M

. C
ivil, op cit., 139.

（
５
）
シ
ュ
メ
ー
ル
王
名
表
に
よ
れ
ば
大
洪
水
以
前
の
最
後
の
王
で
あ
り
、
洪
水
は
歴
史
編
纂
的
役
割
を
持
つ
。
つ
ま
り
洪
水
は
新
た
な
歴
史
を
開
始
す

る
た
め
に
歴
史
を
分
断
す
る
機
能
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
大
洪
水
以
前
の
王
た
ち
の
治
世
は
数
万
年
単
位
で
あ
る
が
大
洪
水
以
降
は
千
年
前
後
へ

と
短
縮
さ
れ
る
。G

. F. H
asel, “G

enealogies of G
en 5 and 11 and Their A

lleged B
abylonian B

ackground, ” Andrew
s U

niversity Sem
inary 

Studies, 16 （1978

）, pp. 361-374.; T. Jacobsen, The Sum
erian K

ing List （Ilinois: U
niversity C

hichago Press, 1939

）, pp. 69-77.

（
６
）
オ
マ
ー
ン
半
島
沖
バ
ー
レ
イ
ン
島
と
同
定
さ
れ
て
い
る
。See G

. B
ibby, Looking for D

ilm
un, （N

ew
 York: K

nopf, 1969

）, p. 381. 

関
連
す
る
「
永
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遠
の
命
」
に
つ
い
て
は C

. C
. Lam

berg-K
arlovsky, “D

ilm
un: G

atew
ay to Im

m
ortality, ” JN

ES 41, （1982

）, pp. 45-50.

を
参
照
。

（
７
）W

. G
. Lam

bert and A
. R

. M
illard, Atra-H

asīs The Babylonian Story of the Flood, 

（O
xford U

niversity Press, 1969

）. 

以
下
本
書
の
参
照
は

Lam
berd/M

illard

と
す
る
）。

 

　

日
本
語
訳
に
は
、
杉　

勇
訳
「
ア
ト
ラ
・
ハ
シ
ー
ス
物
語
」、
前
掲
『
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
集
』
一
六
七
頁
〜
一
九
〇
頁
が
あ
る
が
、
こ
れ
はLam

berd/

M
illard

の
英
訳
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
日
本
語
訳
は
筆
者
の
私
訳
を
用
い
た
。
拙
稿「
ア
ト
ラ
・ハ
シ
ー
ス
叙
事
詩（A

tra-hsīs

）（
四
）」（『
人

文
論
集
』、
北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
、
第
四
六
号
、
二
〇
一
〇
年
）、
四
一
頁
〜
七
一
頁
参
照
。
そ
の
他 E. A

. Speiser, ‘A
trahasis, ’ AN

ET, pp.104-

106, 

補
遺
と
し
てA

. K
. G

rayson, pp. 512-514

が
あ
る
。
比
較
的
近
年
の
翻
訳
や
解
説
は
以
下
参
照; R

. Labat 

（ed.,

） Les religions du Proche-

O
rient asiatique, （Paris: Fayard/D

enöl, 1970

）; J. B
ottéro, M

ythes et rites de Babylone （Paris/G
neve, 1985

）, pp.279-398.; S. D
alley, M

yth 

from
 M

esopotam
ia
2, O

xford W
orld’s C

lassics, （O
xford U

niversity Press, 2000

）; W
. von Soden, Texte aus der U

m
w

elt des Alten Testam
ents

（TU
AT

）III/4, （G
üterstoh: G

erd M
ohn, 1993

）, pp. 612ff.; W
. L. M

oran “Som
e cosiderrations of form

 and interpretation in A
tra-hasis, ” in 

: Language, Literature and H
istory: philological and historical studies presented to Erica Reiner ed. by F. R

ochberg-H
alton （N

ew
 H

aven, 

1987

）, pp. 245-56; B
. R

. Foster “A
trahasis, ” in: The C

ontext of Scripture Vol. 1, et al. by W
. W

. H
allo （B

rill, 2003

）, pp. 450-453.

（
８
）
神
々
の
表
記
に
つ
い
て
。
エ
ア
（
エ
ン
キ
）
と
あ
る
場
合
、
括
弧
内
の
神
名
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
に
よ
る
神
名
を
示
す
。

（
９
）dullu, šupšikku （tupšikku

）
こ
れ
ら
の
語
彙
は
運
河
を
浚
渫
し
た
り
、
煉
瓦
を
畚
で
担
ぐ
重
労
働
や
強
制
労
働
を
意
味
す
る
。

（
10
）hub ūru, rigm
u

は
か
つ
て
単
な
る
人
の
騒
音
や
叫
び
声
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
邪
悪
な
振
る
舞
い
、
神
々
へ
の
反
逆
、
つ
ま
り
罪
人
と
解
釈
す

る
提
案
も
あ
っ
た
が
、
テ
キ
ス
ト
解
釈
の
誤
解
も
指
摘
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
を
前
提
に
し
た
理
解
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。See G

. Pettinato, 

“D
ie B

estrafung des M
esnshengeschlechts durch die Sintfut, ” O

r 37

（1968
）, pp. 165-200.; E. A

. Spiser, in: AN
ET, p. 103.; W

. L. M
oran, 

“A
trahasis: The B

abylonian Story of the Flood, ” Bib 52

（1971

）, pp.51-61.

（
11
）
標
準
版
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
第
十
一
の
書
板
二
一
〜
三
一
行
と
並
行
す
る
叙
述
が
『
ア
ト
ラ
・
ハ
シ
ー
ス
叙
事
詩
』
第
三
の
書
板
第
一
欄
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二
〇
〜
二
六
行
に
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
も
方
舟
は
立
方
体
を
取
り
、
屋
根
で
覆
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の

神
話
に
は
、
こ
の
よ
う
に
あ
る
一
部
分
の
叙
述
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
借
用
す
る
か
そ
れ
に
近
似
す
る
叙
述
が
確
認
で
き
る
。『
ア
ト
ラ
・
ハ
シ
ー

ス
叙
事
詩
』
第
三
の
書
板
第
一
欄
十
一
〜
一
四
行
は
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
第
十
一
の
書
板
五
〇
〜
五
五
行
と
、
ま
た
『
ア
ト
ラ
・
ハ
シ
ー

ス
叙
事
詩
』
第
三
の
書
板
第
五
欄
四
二
〜
四
四
行
は
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
第
十
一
の
書
板
一
六
七
〜
一
六
九
行
を
参
照
さ
れ
た
い
。See 

Lam
bert/M

illard, p.160

。
こ
れ
ら
の
借
用
は
『
ア
ト
ラ
・
ハ
シ
ー
ス
叙
事
詩
』
と
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
に
限
っ
て
言
え
ば
、
前
述
の
並
行

部
分
で
は
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
の
編
集
者
は
『
ア
ト
ラ
・
ハ
シ
ー
ス
叙
事
詩
』
か
ら
借
用
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
借
用
す
る
と
い
う
よ
り
は

適
宜
削
除
を
施
し
て
い
る
場
合
も
認
め
ら
れ
る
。
事
例
と
し
て
『
ア
ト
ラ
・
ハ
シ
ー
ス
叙
事
詩
』
第
三
の
書
板
第
四
欄
六
〜
第
五
欄
三
六
行
と
『
ギ

ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』第
十
一
の
書
板
一
二
三
〜
一
六
二
行
が
上
げ
ら
れ
る
。See J. H

. Tigay, The Evolution of the G
ilgam

esh Epic （Philadelphia: 

U
niversity of Pennsylvania Press, 1995

）, pp. 225-228, 237.

（
12
）
蠅
の
象
徴
的
意
味
は
明
ら
か
で
な
い
。
蠅
の
象
徴
に
つ
い
て
はS. D

ally

の
脚
注
四
二
を
参
照
。
い
ず
れ
に
せ
よ
人
間
の
死
や
都
市
の
崩
壊
と
関
係
づ

け
ら
れ
る
か
。See, A

. D
. K

ilm
er, “The sym

bolism
 of flies in the M

esopotam
ian flood m

yth and som
e further im

plications, ” in: Language, 

Literature, and H
istory: philological and historical studies presented to Erica Reiner, pp. 175-180.

（
13
）
病
魔
を
人
格
化
し
た
も
の
に
由
来
す
る
。
Ｏ
Ｂ
や
そ
れ
以
降
の
医
学
、
魔
術
や
語
彙
リ
ス
ト
に
病
気
の
一
種
と
し
て
出
て
く
る
。
し
ば
し
ば
赤
子

を
取
り
去
る
（
死
産
・
流
産
）
女
悪
鬼
ラ
マ
シ
ュ
ト
ゥ
の
形
容
辞
で
あ
っ
た
り
す
る
。See RLA B

and 10, Pašittu pp.363-364; B
and 7, Lam

aštu 

pp. 439-446.

（
14
）ugbabtu, entu, egiītu

は
神
殿
に
仕
え
る
女
祭
司
た
ち
で
、
通
常
子
ど
も
を
産
む
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
りentu-

大
祭
司
の
よ
う
に

貞
操
を
保
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

（
15
）
テ
キ
ス
ト
と
翻
訳
や
解
説
等
は
月
本
昭
男
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
や
矢
島
文
夫
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
ち

く
ま
学
芸
文
庫
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。
本
稿
で
は
テ
キ
ス
ト
の
引
用
は
ほ
ぼ
月
本
訳
に
従
っ
た
。
近
年
二
巻
本
か
ら
な
る
浩
瀚
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な
テ
キ
ス
ト
と
解
説
を
施
し
たA

. R
. G

eorge, The Babylonian G
ilgam

esh Epic 

が
あ
る
。S. D

alley, M
yth from

 M
esopotam

ia, pp.109-135. ; K
. 

H
ecker, ‘D

as akkadische G
ilgam

esch-Epos ’ in: TU
AT III/4 1994; E. A

. Speiser, ‘The epic of G
ilgam

esh ’ AN
ET, pp. 72-90.;  A

. H
eidel, op. 

cit., pp. 80-93. 

（
16
）
詳
細
な
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
の
発
見
か
ら
成
立
史
に
つ
い
て
は
月
本
昭
男
、『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』、
二
八
三
〜
三
〇
七
頁
参
照
。See, 

A
. R

. G
eorge, The Babylonian G

ilgam
esh Epic, pp. 1-90.

（
17
）
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
の
名
称
の
意
味
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
のB

ilgam
eš

「
祖
先
は
若
者
」
に
由
来
す
る
か
。See S. D

alley, M
yth from

 M
esopotam

ia, p. 

322. B
il2/3 -ga “elder, ancestor, ” m

es, m
eš3  “young m

an, prince ” in: Sum
erian Lexicon, ed. by J. A

. H
alloran, （Logogram

 Publishing: Los 

A
ngeles, 2006

）, p. 33a, 174b. 
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
に
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ビ
ル
ガ
メ
シ
ュ
の
名
は
フ
ァ
ラ
文
書（
前

二
六
〇
〇
年
頃
）
に
神
格
化
さ
れ
て
出
て
く
る
。
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
王
の
歴
史
性
に
つ
い
て
は
確
定
で
き
な
い
も
の
の
キ
シ
ュ
の
王
エ
ン
メ
バ
ラ
ギ

シ
の
碑
文
が
現
れ
た
こ
と
で
前
二
八
〇
〇
〜
二
五
〇
〇
年
の
間
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。See S. D

alley, M
yth from

 M
esopotam

ia, pp. 40-41.

（
18
）
月
本
昭
男
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』、
三
〇
二
〜
三
〇
三
頁
参
照
。

（
19
）
同
上
、
三
五
八
頁
参
照
。C

f. T Jacobsen, The Treasures of D
arkness （Yale U

niversity Press, 1976

）, p. 210.

（
20
）
標
準
版U

t-napštim

（
ウ
ト
ナ
ピ
シ
テ
ム
）
だ
が
、
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
版U

ta-napistim

（
ウ
タ
ナ
ピ
シ
テ
ム
）
の
語
形
で
現
れ
る
。

（
21
）「
シ
ュ
メ
ー
ル
王
名
表
」
に
よ
れ
ば
王
権
は
天
か
ら
エ
リ
ド
ゥ
を
始
め
と
し
て
次
々
と
移
り
シ
ュ
ル
パ
ッ
ク
に
及
ぶ
。
シ
ュ
ル
パ
ッ
ク
の
第
一
の
王

ウ
バ
ル
・
ト
ゥ
ト
ゥ
（U

bar-tutu

）
の
時
代
に
洪
水
が
起
こ
る
。
た
だ
別
の
「
王
名
表
」
に
よ
れ
ば
洪
水
が
起
こ
っ
た
の
は
ウ
バ
ル
・
ト
ゥ
ト
ゥ
の

孫
に
あ
た
る
ジ
ウ
ス
ド
ラ
の
時
代
と
さ
れ
る
。
前
述
し
た
シ
ュ
メ
ー
ル
洪
水
物
語
に
お
い
て
洪
水
を
生
き
延
び
た
の
は
シ
ュ
ル
パ
ッ
ク
の
王
ジ
ウ

ス
ド
ラ
と
し
て
い
る
。
注
五
を
参
照
。

（
22
）
日
本
語
訳
は
主
と
し
て
新
共
同
訳
『
聖
書
』（
日
本
聖
書
協
会
、
一
九
九
五
年
）
に
従
っ
た
。

（
23
）C

. W
esterm

ann, Biblischer K
om

m
ertar Altes Testam

ent G
enesis 1-11, （N

eukichener Verlag, 1984

）, s. 491-517. 

Ｊ
資
料
は
洪
水
物
語
の
序
章
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と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
資
料
分
析
に
つ
い
て
はC

. W
esterm

ann

に
従
っ
た
。
Ａ
・
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
監
修
Ｇ
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ー
ト
（
山
我
哲

雄
訳
）『
Ａ
Ｔ
Ｄ
旧
約
聖
書
注
解
（
１
）
創
世
記
』（
Ａ
Ｔ
Ｄ
・
Ｎ
Ｔ
Ｄ
聖
書
注
解
刊
行
会
、
一
九
九
三
年
）、
一
四
一
〜
一
八
五
頁
参
照
。
六
の
一
〜

四
を
含
め
Ｊ
資
料
に
よ
る
洪
水
物
語
の
序
言
と
取
る
場
合
も
あ
る
。つ
ま
り
六
の
一
〜
八
を
一
単
元
と
見
な
す
。Ｒ
・
デ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン（
大
野
恵
正
訳
）

「
創
世
記
」
①
『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
旧
約
聖
書
注
解
』（
新
教
出
版
社
、一
九
八
六
年
）、七
五
〜
七
八
頁
参
照
。
越
後
屋　

朗
「
創
世
記
一
〜
一
一
」『
新

共
同
訳
旧
約
聖
書
注
解
』（
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、一
九
九
六
年
）に
よ
れ
ば
六
の
一
〜
四
節
は
最
も
神
話
的
な
特
殊
資
料
と
す
る
。
三
六
頁
参
照
。

（
24
）
Ｐ
資
料
は
こ
と
ば
を
神
学
的
に
用
い
る
。
六
の
一
一
「
暴
虐
」
を
原
初
史
に
お
い
て
初
め
て
使
用
し
て
人
間
の
不
法
性
を
強
調
す
る
。
ま
た
六
の

一
七
で
は
「
洪
水
」
を
用
い
て
、そ
れ
が
全
世
界
に
及
ぶ
破
局
的
大
洪
水
で
あ
る
と
こ
と
を
示
す
。
Ａ
・
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
監
修
Ｇ
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ー
ト
（
山

我
哲
雄
訳
）『
Ａ
Ｔ
Ｄ
旧
約
聖
書
注
解
（
１
）
創
世
記
』
二
〇
一
〜
二
一
〇
頁
参
照
。

（
25
）「
深
淵
の
源
つ
ま
り
混
沌
の
海
」
原
語
テ
ホ
ー
ム
は
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
創
世
神
話
「
エ
ヌ
マ
・
エ
リ
シ
ュ
」
に
登
場
す
る
女
神
テ
ィ
ア
マ
ッ
ト
（
海
神
）

と
関
係
す
る
。「
天
の
窓
」
も
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
宇
宙
観
を
反
映
し
て
い
る
。
蒼
穹
に
は
原
始
の
水
が
湛
え
ら
れ
て
い
て
、
窓
が
開
か
れ
る
と
雨
や
雪

と
な
り
地
上
に
降
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

（
26
）
太
陰
歴
で
は
一
年
は
三
五
四
日
な
の
で
二
月
一
七
日
に
一
〇
日
を
加
え
る
と
太
陽
暦
の
一
年
と
な
る
。
つ
ま
り
洪
水
は
一
年
に
わ
た
る
大
洪
水
で

あ
っ
た
。
旧
約
聖
書
翻
訳
委
員
会　

月
本
昭
男
訳
『
創
世
記
』
旧
約
聖
書
Ｉ
（
岩
波
書
店
、一
九
九
七
年
）、注
三
、二
二
頁
、注
一
〇
、二
四
頁
参
照
。

（
27
）
レ
ビ
記
一
七
の
一
〇
〜
一
四
、
申
命
記
一
二
の
二
三
〜
三
四
参
照
。

（
28
）
Ｗ
・
Ｇ
・
ラ
ン
バ
ー
ト
に
よ
れ
ば
『
聖
書
』
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
資
料
か
ら
洪
水
や
創
成
神
話
を
借
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
前
一
五
世
紀
以

前
で
は
あ
り
え
ず
、
前
一
二
世
紀
頃
口
伝
様
式
で
行
わ
れ
た
。W

. G
. Lam

bert, “A
 N

ew
 Look at the B

abylonian B
ackground of G

enesis, ” 

Journal of Theological Studies, N
. S., Vol 16, part 2 （1965

）, pp.287-300.

（
29
）
洪
水
物
語
の
宗
教
史
的
諸
研
究
の
文
献
表
と
補
遺C

. W
esterm

ann, Biblischer K
om

m
ertar Altes Testam

ent G
enesis 1-11, s. 519-522., 536-545.

参
照
。
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（
30
）
チ
グ
リ
ス
河
の
語
源
は
ギ
リ
シ
ア
語
で
あ
る
が
、
シ
ュ
メ
ー
ル
語
でid

2 Idigina/Idigna<id

（i

）gina

と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
意
味
は
「
流
れ
る
水
」
な

い
し
「（
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
河
に
比
べ
）
流
れ
の
早
い
川
」
で
あ
ろ
う
。
ア
ッ
カ
ド
語
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
を
借
用
し
てIdiglat

を
用
い
た
。
現
代
ア
ラ

ビ
ア
語
で
はD

ijla

と
呼
ぶ
。
水
源
か
ら
河
口
ま
で
一
八
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
河
は
ギ
リ
シ
ア
語
に
由
来
す
る
が
、
シ
ュ
メ
ー

ル
語
で
はid

2 B
uranuna

（U
D

.K
IB

.N
U

N

）
と
呼
ぶ
が
、
そ
の
意
味
は
不
明
。
ア
ッ
カ
ド
語
で
はPrattu

と
言
い
シ
ュ
メ
ー
ル
語
か
ら
の
借
用
語
で

あ
る
。
現
代
ア
ラ
ビ
ア
語
は
ギ
リ
シ
ア
語
を
語
源
と
す
るal-Fr āt

が
用
い
ら
れ
る
。
水
源
か
ら
河
口
ま
で
三
五
八
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
長
い
。

（31

）A
. L. O

ppenheim
, Ancien M

esopotam
ia
2 （U

niversity of C
hicago Press, 1977

）, pp. 40-42.

（
32
）
前
川
和
也
「
古
代
シ
ュ
メ
ー
ル
農
業
の
技
術
と
生
産
力
」
川
北　

稔
ほ
か
『
シ
リ
ー
ズ
世
界
史
へ
の
問
い
２　

生
活
の
技
術　

生
産
の
技
術
』（
岩

波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）、
四
七
〜
七
四
頁
参
照
。

（
33
）
中
田
一
郎
『
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
入
門
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）、
四
三
〜
五
一
頁
参
照
。

（
34
）『
ア
ト
ラ
・
ハ
シ
ー
ス
叙
事
詩
』
は
文
学
的
手
法
で
こ
れ
ら
を
エ
ン
リ
ル
が
人
間
を
滅
亡
さ
せ
る
道
具
と
し
て
用
い
て
い
る
が
、
こ
の
地
域
の
自
然

現
象
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

（
35
）L. W

oolley, Excavation at U
r （London: Ernest B

enn, 1954

）. 

し
か
し
彼
は
大
洪
水
は
局
所
的
現
象
で
あ
り
、
諸
都
市
を
同
時
に
襲
う
破
局
的
大

洪
水
を
意
味
し
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。

（
36
）L. R

. B
ailley, N

oah: The Person and the Story in H
istory and Tradition （U

niversity of South C
arolina Press, 1989

）, pp. 28-38. 

大
破
壊
を

引
き
起
こ
す
現
象
は
大
洪
水
ば
か
り
で
は
な
い
。
興
味
あ
る
一
例
を
上
げ
る
と
す
れ
ば
、満
ち
潮
と
地
震
に
よ
る
複
合
現
象
で
あ
る
津
波
で
あ
ろ
う
。

大
津
波
の
破
壊
力
は
終
末
的
現
象
と
さ
え
い
え
よ
う
。
し
か
し
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
諸
都
市
を
一
気
に
呑
み
込
む
大
破
壊
の
存
在
を
示
す
考
古
学
的

証
拠
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

（
37
）
雨
期
全
体
で
降
る
量
は
多
い
と
言
わ
れ
る
北
部
の
ケ
ナ
ア
ン
山
（
九
一
七
メ
ー
ト
ル
）
で
七
二
八
ミ
リ
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
山
で
五
四
五
ミ
リ
、
死

海
の
北
端
の
エ
リ
コ
で
一
一
八
ミ
リ
、
南
の
ア
カ
バ
湾
に
接
す
る
エ
ィ
ラ
ー
ト
で
は
三
〇
ミ
リ
に
す
ぎ
な
い
。
天
水
農
耕
に
は
年
間
雨
量
二
〇
〇
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ミ
リ
以
上
を
必
要
と
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
南
の
イ
ス
ラ
エ
ル
は
荒
野
や
砂
漠
が
広
が
り
農
耕
は
極
め
て
限
ら
れ
た
地
域
で
可

能
で
あ
っ
た
。
池
田　

裕
『
人
間
の
世
界
歴
史
①
旧
約
聖
書
の
世
界
』（
三
省
堂
、
一
九
八
三
年
）、
四
六
頁
参
照
。

（
38
）
ナ
ア
マ
ン
川
、
タ
ニ
ニ
ー
ム
、
ヤ
ル
コ
ン
川
が
上
げ
ら
れ
よ
う
。
池
田　

裕
「
第
一
章　

パ
レ
ス
チ
ナ
の
風
土
と
生
活
」
月
本
昭
男
、
小
林　

稔　

編

集
『
現
代
聖
書
講
座　

第
一
巻　

聖
書
の
風
土
、
歴
史
、
社
会
』（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
、
一
九
九
六
年
）、
三
三
〜
三
六
頁
参
照
。

（
39
）m

idbar, arabah, tohu

等
。

（
40
）
士
師
記
四
〜
五
章
。
カ
ナ
ン
の
シ
セ
ラ
と
女
預
言
者
デ
ボ
ラ
を
士
師
と
し
て
立
て
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
戦
い
。
降
雨
が
戦
局
を
イ
ス
ラ
エ
ル
優
位
に

導
い
た
。
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